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地域生き活きプロジェクトについて  

① 各地域の行事に町内会の方々と 

  一緒に企画から携わり、取り組むことで、 

  活動の充実化を図る 

② 地域の支え合いについて調査し、 

  地域住民同士の支え合いによる 

  暮らしの豊かさを学び、理解を深める  

地域の支え合いで暮らしを豊かに（活動テーマ） 

目 的 
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2015年度 2016年度 2017年度 2018年度 

将監地区 ○ ○ ○ ○ 

鶴が丘地区 ○ ○ ○ − 

泉中央第一 

町内会 
− ○ ○ ○ 

泉区役所関連 ○ ○ ○ ○ 

将監南町内会 − − − ○ 

高森八丁目 

町内会 
− − − ○ 

福島県昭和村 − ○ ○ − 

泉区を拠点としたフィールドワーク活動 

を展開！！年々活動拠点が拡大中！！ 

3 



2018年度の活動内容  

将監地区 みんなの居場所をつくろう 定例会議  

平成30年度夏の集い（7/28）  

市民センターまつり （9/29） 

泉中央第一町内会 町内会夏祭り合同会議 （6/10,7/8） 

町内会夏祭り（7/28） 

町内会夏祭り反省会（8/4） 

泉区役所関連 泉区民文化祭 （11/3） 

泉6大学まちづくりフェスティバル （2/11） 

将監南町内会 ふれあい祭り（10/7） 

高森八丁目町内会 芋煮会 （10/21） 

その他 白百合祭（10/27,10/28） 
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2015年度 

私たちが地域生き活きプロジェクト 

として活動してきた４年間を振り返る 

2016年度 雰囲気に慣れ、自分たちで工夫して 

活動を行うようになっていった 

先輩の活動に参加し、活動の雰囲気や 

活動内容を吸収していくのに必死！ 

2017年度 自分たちが主体となり、 

それぞれの得意分野や特性を活かした、 

オリジナルの活動を行うようにまで成長 

現在 活動のまとめ／引き継ぎ 
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自分たちも大きく成長できた４年間！  

多くの経験 自信 

来年度は私の町内会の行事にも参加して 

いただきたい 

＼ 依頼 ／ 

私たちの活動経験が地域に認められてきた 

からなのかもしれない・・・？ 
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事業の成果・効果  

 一つの行事に対し、地域住民と学生のみの 

  関わりだけで運営がなされているわけではない！ 

 さまざまな関係機関が関わり、その一つ一つの 

  機関や人という点が線で結ばれ、連携が生まれる 

行
政 

地
域 

学
生 

関係
機関 

連
携 

支え合い・ 

つながりの輪 

事業の今後の課題と展開  

 活動の引き継ぎ（後継者問題） 

 ・フィールドワーク活動の魅力発信！ 

 ・無理なく続けていけるような環境づくり 

 ・地域の人だけでなく、活動する者が「楽しい！」と思える活動にしていく   

  必要性（楽しいと感じられないものは、続けることが難しい） 

 “支え合い・つながりの輪”により、 

  地域での人とのつながりが豊かになる！ 
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深謝 
2015年度から2018年度まで活動でお世話になった、 

将監地区の皆様、将監市民センターの職員の皆様、 

将監南町内会の皆様、鶴が丘一丁目町内会の皆様、 

はあとネットの皆様、泉中央第一町内会の皆様、 

高森八丁目町内会の皆様、 

仙台市泉区役所まちづくり推進課の皆様、 

仙台市泉区文化協会の皆様、福島県昭和村の皆様、 

また関わってくださった皆様にこの場を借りて深く感謝申し上げます。 

私たちの活動は、自分たちだけでは成り立たないものです。 

周りの皆様のお力があってこその活動だと心得ています。 

私たちは卒業と同時にこの活動からは身を引きますが、今後も私たちが関わっ

た地域が、地域の支え合いで暮らしを豊かになるよう願っております。 
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